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ご利用
ください 魅力 の図書館 ！

生涯学習の時 代といわれている今日、幼児からお年寄りまで幅広く
皆さんの学習や教 養に大きな役割を果たしているのが図書館です。
図書館は本が無料で借りられるだけの施設と思っていませんか。
図書館のサービスをより上手に活用して、豊かな感性と知性を高め

る一助としてみてはいかがでし ょうか。

本
を
借
り
る

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
、
図
書
館
の
資
料
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
、
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の
(
免
許
証
・
保

険
証
・
学
生
証
等
)
を
持
参
し
て
区
内

の
図
書
館
で
I
回
だ
け
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
区
内
ど
こ
の
図
書
館
で
も
利
用

で
き
る
「
貸
出
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま

す
。
ま
た
、
借
り
た
本
は
区
内
ど
こ
の

図
書
館
で
も
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
中
央
図
書
館
で
扱
っ
て

い
る
C
D
な
ど
は
、
壊
れ
や
す
い
の
で

中
央
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

読
み
た
い
本
を
探
す

読
み
た
い
本
を
探
す
場
合
は
、書
名
、

著
者
名
が
わ
か
れ
ば
利
用
者
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
(
検
索
用
端
末
機
)
で
、
区
内
全

図
書
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
擽
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
探
し
て
い
る
本
が
、
区
内

の
図
書
館
に
あ
る
場
合
は
、
区
内
を
遅

行
し
て
い
る
メ
ー
ル

ーカ
ー
を
活
用
し

て
取
り
寄
せ
ま
す
。
本
が
貸
出
中
の
場

合
は
、
予
約
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
区

内
に
所
蔵
し
て
い
な
い
本
の
場
合
は
、

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
他
区
の

図
書
館
や
都
立
図
書
館
、
風
立
国
会
図

書
館
な
ど
を
調
査
し
、
で
き
る
限
り
ご

要
望
に
応
え
る
努
力
を
し
ま
す
。

調
べ
も
の
を
す
る

調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。
学
校
で
習
っ
た
こ
と
を
く
わ
し
く

知
り
た
い
、
仕
事
上
で
確
認
し
て
お
き

た
い
デ
ー
タ
が
あ
る
と
い
っ
た
と
き

に
、
役
に
立
つ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
各
分

野
の
本
や
雑
誌
、
事
典
な
ど
の
参
考
図

書
、
白
書
等
を
使
っ
て
目
的
に
沿
っ
た

資
料
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
方
へ

目
の
不
自
由
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
・

し
て
中
央
図
書
館
で
は
″
(の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
録
音
テ
ー
プ
の
貸
出
し

小
説
や
あ
だ
ち
広
報
の
朗
読
・
音
楽

・
落
語
な
ど
、
中
央
図
書
館
所
蔵
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
ほ
か
、
全
国
の
公
立

図
書
館
や
点
字
図
書
館
か
ら
も
借
り
受

け
ら
れ
ま
す
。
希
望
の
テ
ー
プ
が
な
い

場
合
は
、テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
作
成
、

提
供
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
録
音
テ
ー
プ
は
申
し
込
み
に
よ
り
郵

送
貸
し
出
し
も
し
ま
す
。

・
対
面
朗
読

本
や
雑
誌
な
ど
を
図
書
館
職
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朗
読
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
原
則
と
し
て
図
書
館
所
蔵
資
料
を

刈
象
と
し
て
い
ま
す
が
、ご
自
宅
か
ら

心
持
ち
に
な
る
場
合
は
、事
前
に
ご
連
`

を
頂
い
て
い
ま
す
。
中
央
図
霽
館
で

ふ
曜
日
の
午
後
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
(

予
約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
)
。

雑
誌
や
新
聞
も

総
合
誌
・
女
性
誌
・
経
済
誌
・
ス
ポ

ー
ツ
誌
や
子
ど
も
向
け
の
雑
誌
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
雑
誌
を
備
え
て
い
ま

す
。
週
刊
誌
も
含
め
る
と
7
0
0タイ
ト
ル

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
は
3
0数

種
、ス
ポ
ー
ツ
紙
も
あ
り
ま
す
。特
に
、
4

大
紙
の
縮
刷
版
は
古
く
か
ら
保
存
し

て
い
ま
す
(
明
治
・
大
正
期
の
復
刻
新

聞
も
あ
り
ま
す
)
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
各
図
書
館
で
分
担
収
集
・
分
担
保

存
し
て
い
ま
す
。

『
新
中
央
図
書
館
』

建
設
中
!

生
涯
学
習
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域

社
会
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
現
在
、
旧
千
寿
旭
小

学
校
跡
地
に
新
中
央
図
書
館
を
建
設
し

て
い
ま
す
。

新
中
央
図
書
館
は
、
床
面
積
約
7
千

べ

開
館
時
の
開
架
資
料
数
3
0万
冊
、

最
終
蔵
書
数
崩
万
冊
を
目
標
と
し
、
都

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
と
な
り

ま
す
。
①
生
涯
学
習
の
場
、
②
畴
報
発

信
基
地
・
情
報
の
泉
、
③
心
の
豊
か
さ

を
育
て
る
場
、
④
地
域
の
文
化
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
機
能
充
実
に
重
点
を
置

き
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
通
信
技

術
を
駆
使
し
た
図
書
館
を
目
指
し
て
い

李
y
。
開
館
は
1
2
年
7
月
の
予
定
で
す
。

※
こ
の
施
設
に
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
放
送
大

学
東
京
第
3
学
習
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
ま
す

問
先
=
生
涯
学
習
施
設
建
設

担
当
a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図
書
館
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
図
書
館
へ

魯
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
掲
示
板

4
・
5
面
▽
傷
つ
け
ら
れ
る
施
設

6
・
7
面
▽
税
金
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
/
区
議
会
第
1
回
定
例

会
/
道
路
交
通
環
境
整
備
月
間
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報
/
区
内
各
種
展
示

区立図書館一覧

凹S冊回は午前9時～午後8時

黶以 下 の 瓠 書館 は 異なり ま す

▽ 常東図書館・- 一午前9時～午後5畤

▽ 干住傴書館…午前9時～午後5畤。

木- こ墅 日 は 午後7 時l } 分

▽ 宮妖コミュニティ図書館…午前　

l l 縟～午後6畤

休 館日 は、年末 年 始 、瞿月 末 塵 理日、

胥X・皿丿墨掫l闢 、館内 消 毒日 、防 災 点
検等 ※ 帛東 ・干住 ・宮城コ ミ ュ ニ

ティ 。g11 畆、こ の ほ かにも 休 館 日
かあ り ま す。お 問い 合オ)せく だ さ い

図書館以外でも

図書等の貸し出しサービスをしています
区内の下表の施設でも図書・ビデ オ等の貸し出しをし

ています。開館時間・利用方法等については、各施設に

お問い合わせください。

図書の貸し 出し サービ スをしている 施設

千
寿
桜
小
学
校
の

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
ご
利
用
下
さ
い

千
寿
桜
小
学
校
で
は
、
地
域
の
方
の

身
近
な
学
習
の
場
と
し
て
、
図
書
室
に

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
図
書
の
貸
し
出
し
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
幼
児
・
小
学
生
向
け
の
図
書
を

中
心
に
約
1
万
5
千
冊
の
図
書
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
本
に
親
し

む
身
近
な
場
と
し
て
も
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。開
館
時
間
―
午
前
9
時
～

午
後
8
時
(
中
学
生
以
下
は
午
後
6

時
ま
で
)

休
館
日
1
年
末
年
始
お
よ

び
館
内
消
毒
日
・
整
理
日
等

塲
・
問

先
1
千
寿
桜
小
学
校

千
住
桜
木
1
1
8
1
1
5
a
3
8
8
8
-
5
3
5
6

葦
立
ち

冬
の
荒
川
・
鳥
た
ち

区
内
に
好
き
な
所
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
荒
川
の
土
手
も
そ

の
一
つ
で
す
。
標
高
1
0
S程
の
土

手
の
上
か
ら
の
眺
め
は
な
ん
と
も

い
え
ま
せ
ん
。
晴
れ
た
日
に
は
富

士
や
秩
父
の
山
並
み
が
望
め
ま

す
。
こ
の
荒
川
が
放
水
路
と
し
て

開
削
さ
れ
て
7
0年
に
近
く
、
今
で

は
都
会
の
中
の
貴
重
な
自
然
の
空

間
と
し
て
私
た
ち
の
憩
の
場
、
鳥

や
川
の
生
き
物
た
ち
の
た
い
せ
つ

な
生
息
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
冬
は
た
く
さ
ん
の
鳥
た
ち

が
や
っ
て
き
て
休
息
し
ま
す
。
毎

年
、
区
の
環
境
課
で
は
夏
と
冬
に

鳥
類
の
生
息
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
の
冬
の
調
査
は
1
月
2
2

日
、
日
の
出
に
合
わ
せ
て
川
の

両
岸
を
堀
切
橋
付
近
か
ら
、8
時

間
程
か
け
て
鹿
浜
橋
ま
で
観
察
し

ま
し
た
。
飛
来
す
る
鳥
た
ち
の
数

は
年
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、今
回
の
調
査
で
は
4
3種
、

約
2
千
7
0
0羽の
鳥
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
番
は
な
ん
と
い
っ
て
も

ユ
リ
カ
モ
メ
で
8
4
9羽を
数
え
ま
し

た
。
呎
に
多
く
見
ら
れ
た
の
が
オ

ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
ガ
ン
カ
モ
の
仲
間

た
ち
で
す
。
ム
ク
ド
リ
や
ツ
グ
ミ

な
ど
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。開

発
や
都
市
化
の
影
響
で
鳥
た

ち
の
生
息
域
が
ど
ん
ど
ん
狭
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ヨ
シ
原
を
中
心
と

し
た
鳥
た
ち
の
領
域
、
や
さ
し
く

見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

上
汐
の
千
住
を
越
ゆ
る
千
鳥
か
な

子
規

m
i
k
t
i
n
m
a
n
i
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観光協会
主 催

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
=
4
月
3
日
t
・
7
日
㈹
の
い
ず

れ
か
希
望
日

、
午
前
9

時
、
区

役
所
正

面
入
口
集
合

対
象
―
観
光
協
会
会
員

と
家
族
お
よ
び
区
内

在
住
の
方

内

容
=

柬
綾
瀬
公
園

、
葛
西
用
水
親
水

水
路
、
都
市
農
業
公
園

、
レ
ー
ガ
ン
桜
、

舎
人
緑
道
等
を
見
学

定
員
-
4
0

人

(
抽
選
)

費
用
=

▽
観
光
協
会
会
員

…
千
5
0
0円

▽
会
員
家
族
…
2

千
円

▽
一
般
・・・
2
千
迦
円
(

当
日
現
地
で
支

払
い

、
昼
食
付
き
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
日
、希
望
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会

員
家
族
・
一
般
の
別
、「
区
内
施
設
め
ぐ

り
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
重
複
申
し
込

み
は
無
効

期
限
=
3
月
2
4日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
観
光
協
会
区
内
施
設

め
ぐ
り
担
当
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
S

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

特
別
減
税
の
実
施
に
伴
い

低
所
得
の
高
齢
者
の
方
な
ど
に

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

・

臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
額
上

人
に
つ
き
1

万
円

対
象
=

本
年
2

月
分
の
次
の
い
ず
れ
か
の
年

金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で
き
る
方
(

生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
や
社
会
福
祉

施
設
に
措
置
入
所
の
方
等
は
、
別
途
支

給
さ
れ
る
の
で
除
く
)
・・・
老
齢
福
祉
年

金
(

一
般
的
な

「
老
齢
年
金
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
)
/

障
害
基
礎
年
金
等
/

遺

族
基
礎
年
金
等
/
児
童
扶
養
手
当
/

特

別
児
童
扶
養
手
当
/

特
別
障
害
者
手
当
/

障
害
児
福
祉
手
当
/

福
祉
手
当
(

経

過
措
置
分
)
/

原
爆
被
爆
者
諸
手
当
(
医

療
特
別
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理

手
当
、
保
健
手
当
)
*

た
だ
し
、「
障

罟
基
礎
年
金
等
」「
遺
族
基
礎
年
金
等
」

の
一
部
の
方
は
、9
年
度
分
の
区
市
町

村
民
税
が
非
課
税
の
方
が
対
象
で
す
。

ま
た
、
ど
な
た
か
に
税
法
上
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は
。
そ
の
方
の
区
市
町
村

民
税
も
非
課
税
で
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

・
臨
時
介
護
福
祉
金

支
給
額
=
一
人
に
つ
き
3
万
円

対
象
=
9

年
度
分
の
区
市
町
村
民
税
の
所
得

割
が
非
課
税
の
方
、
も
し
く
は
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
…
1
0年
2
月
1
日
に
お
い

て
、6
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
、
寝
た
き

り
ま
た
は
駟

の
状
態
に
あ
り
、
基
準

に
該
当
す
る
6
5歳
以
上
の
方
(
昭
和
8

年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
/

本
年
2
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、ま
た
は
福
祉
手
当
(
経

過
措
置
分
)
を
受
給
で
き
る
方

※
た

だ
し
、
ど
な
た
か
に
税
法
上
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
区
市
町
村

民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
で
な
い
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、1
0年
2
月
1

日
現
在
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

吏
ほ
3

ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
方
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

・
臨
時
特
別
給
付
金

支
給
額
=
一
人
に
つ
き
1
万
円

対
象
=
6
5

歳
以
上
の
方
(
昭
和
8
年
2
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、9
年
度
分

の
区
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

※

た
だ
し
、
ど
な
た
か
に
税
法
上
扶
饗
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
区
市
町

村
民
税
が
非
課
税
で
な
い
と
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
臨
時
福
祉
給
付
金
に
該
当
す

る
場
合
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
(
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設

に
措
置
入
所
の
方
等
は
、
別
途
支
給
さ

れ
る
の
で
除
き
ま
す
)

-
い
ず
れ
も
1

支
給
手
統
=
申
請
書
は
3
月
初
め
に
送

付
し
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
支
給
対
象
者
の
方
で
、3
月
拍一日
ご

ろ
に
な
っ
て
も
申
請
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

期
限
1
3

月
2
5日
消
印
有
効

支
給
方
法
(
予
定
)
=

提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
審
査
の
う

え
、4
月
末
ご
ろ
ま
で
に
口
座
振
込
等

で
支
給

申
・
問
先
―
▽
年
金
関
係
で

支
給
を
受
け
る
方
・
:国
民
年
金
課
給
付

係

▽
児
童
扶
養
手
当
関
係
で
支
給
を

受
け
る
方
…
児
童
福
祉
課
児
童
手
当
係

▽
障
害
や
福
祉
手
当
関
係
で
支
給
を
受

け
る
方
・・・在
宅
福
祉
課
在
宅
福
祉
係

▽
原
爆
被
爆
者
関
係
で
支
給
を
受
け

る
方
・・・
保
健
管
理
課
管
理
係

▽
そ
の

他
の
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
…
福
祉

管
理
課
、
在
宅
福
祉
課
、
各
福
祉
事
務

所
(
上
表
)

※
電
話
番
号
は
、
福
祉

事
務
所
を
除
き
い
ず
れ
も

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

非
常
勤
保
健
婦
募
集

足
立
区
職
員
へ
の
保
健
指
導
、
各
種

検
診
業
務
の
補
助
に
従
事
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
=
保
健
婦
資
格
を

有
す
る
4
5歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

採
用

日
=
1
0年
4
月
1
日

雇
用
期
間
―
原

則
1
年
間

※
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ

更
新
可

勤
務
時
間
=
週
3
0時
間

報

酬
1
月
額
1
9万
6
千
円

募
集
人
員
=
1

人

申
込
l
電
話
で
申
し
込
み
後
、

履
歴
書
提
出

期
限
1
3
月
6
日

勤

務
場
所
・
申
・
問
先
=
職
員
課
健
康
管

理
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

福祉事務所一覧

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
5
)

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
な

り
、
版
籍
奉
還
を
経
て
、
よ
う
や

く
統
一
し
た
国
家
体
制
が
整
え
ら

れ
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
近
代
国
家
を
目
指

し
て
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社
会
の
近
代
化

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
人
び
と
の
解
放
を

目
指
す
運
動
は
、
明
治
維
新
に
多

く
の
影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、1
8
7
1

年
(
明
治
4

年
)
8
月
に
蔑
称
を
廃
止
し
、
身

分
、
職
業
と
も
平
民
同
様
と
す
る

と
い
う
太
政
官
布
告
、
い
わ
ゆ
る

解
放
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
解
放
令
は
、
資
本
主
義
を

育
て
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
同
和
地
区
の
人
び
と
の
運

動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か

っ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
同
和
地
区
の
人

ぴ
と
は
、
い
ち
お
う
制
度
上
の
身

分
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
も
っ
と
も
望
ま
れ
て

い
た
経
済
的
な
対
策
な
ど
は
な

く
、
同
和
地
区
の
人
び
と
の
真
の

解
放
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー ション

5 ・6 月 分の

利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
l
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
=
3
月
1
日
～
1
0日
必

着
(
抽
選
結
果
を
3
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、4
月
9

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

・
5

・
6
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
4
月
1
0

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
で
も
予
約
で
き
ま
す
。

・
2

・
3
・
4
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
ぐ
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
l
a
畛
蚤
ぶ
手
)

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

各施設利用 案内5 ・6 月 利用分

公 社施設で、すでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸爾自然の家」の表示
がないものがありますが、使用できます。施設名欄に「鋸南自然の家」と配入し、申し込んでください
利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください

0 ミユニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間=①～@は午前9時～午後8時、0は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)
@は午前9時～午後5時( 士・日・祝日を除く)

☆「公的介護保験 」を嚠z う3 月14日(ニヒ)、午後1 時/ シルバ ー人材センター千住支所( 千住中居町1{ }一旧/ ・ 、・・Z 東京高 齢者協同組合 峰田S3888 べ) j・M
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保
健

ガ
イ

ド

こ
こ
ろ
の
病
と
薬
の
使
い
方

こ
こ
ろ
の
病
の
薬
に
つ
い
て
安
全
性

・
副
作
用
な
ど
、
正
し
い
使
い
方
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

日
時
=
3
月
1
6日

㈲
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
講

師
―
野
瀬
孝
彦
氏
(
・
t
一
立
精
神
・
神
経

セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
-
4
0人
S

用
―
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

保
健
指
導

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

肝
臓
を
学
ぶ

あ
な
た
の
肝
臓
大
丈
夫
?

肝
陳
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。肝
機
能

が
高
い
方
、一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
3
月
1
1
日
廁
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

場
所
―
竹
の
獵
セ
ン
タ
ー

講
師
=
結
東
敬
基
氏
(
東
部
地
域
病
院

内
科
部
長
)
、多
田
豊
氏
(
慢
性
肝
炎
の

会
代
表
)

費
用
=
無
料

申
込
―
電

話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
保
健
指

導昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

高
脂
血
症
予
防
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
気

に
な
る
方
、普
段
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
?
日
時
1
3
月
2
日
冊

・
H
日
㈲
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
(
2
日
制
)

内
容
―
▽
1

日
目
…
高
脂
血
症
と
は
/
食
事
で
減

ら
す
工
夫

▽
2
日
目
・
:運
動
す
る
チ

ャ
ン
ス
の
な
い
あ
な
た
に

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込

―
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健

相
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会
で
は
病
気

に
つ
い
て
の
学
習
や
生
活
の
情
報
交
換

・
リ
(
ビ
リ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
。
送
迎
や
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
I
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
方
お
よ
び
そ
の
家
族

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
保
健
指

導酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

精
神
保
健

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

心
の
訶
を
体
験
し
た
当
事
者
が
、
自

ら
の
体
験
を
語
っ
て
い
き
ま
す

。
社
会

復
帰
や
、
地
域
で
の
活
動
の
様
子
な
ど

を
聞
い
て

、
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
!

日
時
1
3

月
6

日
蚩

、
午
後
2
時
～
3

時
3
0
分

対
象
―
心
の
病
を
持
つ
方
お

よ
び
そ
の
家
族

内
容
=

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
座
談
<
R
n

員
ふ
'
一
人
(
先
梼
順
)
S

用
―
無
料

申
込
l

電
話

場
・
申

・
問
先
―
江
北
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

健康カレンダー 3月の予定

特
別
区
制
度
改
革

区
が
行
う
仕
事

そ
の
(
2
)

「
個
人
レ
ベ
ル
の
区
画
整
理
を
認
可
し
ま
す
」

土
地
区
画
整
理
事
業
の
個
人
施
行
認
可
、

組
合
設
立
認
可
等
に
関
す
る
事
務

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
道
路
が

狹
く
て
便
い
づ
ら
い
よ
う
な
土
地
を

有
効
に
利
用
で
き
る
ぷ
つ
に
、
道
路

の
拡
幅
や
新
た
に
道
路
や
公
園
を
つ

く
っ
た
り
、
上
下
水
道
な
ど
の
公
共

施
設
の
整
備
改
善
を
行
う
も
の
で

す
。
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く

り
、
利
用
率
の
高
い
宅
地
を
供
給
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
本
来
、
個
人
レ
ベ
ル

で
施
行
で
き
る
も
の
で
す
。
施
行
す

る
方
が
、
個
人
か
、
こ
れ
に
準
ず
る

数
人
の
共
同
か
、あ
る
い
は
組
合
(
7

大
以
上
の
共
同
)
で
行
う
事
業
の
認

可
等
の
事
務
が
、
東
京
都
か
ら
区
へ

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

移
管
さ
れ
る
事
業
は
、
原
則
と
し

て
2
0ひ
未
満
の
規
模
で
あ
る
こ
と
、

区
道
や
区
立
公
園
な
ど
の
区
の
公
共

施
設
の
整
備
に
関
連
の
あ
る
事
業
で

あ
る
こ
と
、
な
ど
の
条
件
を
鵬
た
し

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

区
に
事
務
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
申
請
か
ら
認
气

実
施
ま

で
の
手
続
き
が
簡
単
で
よ
り
早
く
処

理
で
き
、
ま
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
で
、
身

近
で
わ
か
り
や
す
い
事
業
に
な
り
ま

す
。

・
土
地
区
画
盤
理
法
(
4
条
、
1
4条
、
8
6

条
、
1
2
4条、
1
2
5条)

問
先
=
区
画
整
理
課

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

改
良
工
事
が
完
了

稗
田
公
園
が
装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン

稗
田
公
園
(
東
和
5
-
9
)

の
改
良

工
事
が
完
了
し
、
装
い
も
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
公
園
名
に
ち
な
ん
だ

「
五
穀
(
ヒ
エ
、
ア
ワ
、
麦
、
豆
、
稲

の
5
種
類
の
穀
物
)
」を
テ
ー
マ
に
、パ

ー
ゴ
ラ
や
藤
棚
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
時
計
は
す
べ
て
5
本
柱
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
色
鮮
や

か
な
す
べ
り
台
を
は
じ
め
と
す
る
遊
具

類
や
自
由
広
場
等
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
緑
に
囲
ま
れ
て
の
憩
い
の
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

問
先
―

公
園
管
理
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

3 月 の 献 血

問先= 東京東赤十字血液センターH5682- 2801　　　
区役所保健予防係H3880- 5111 ㈹

掲
示
板

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
宿
泊
介
助
S
募

集対
象
=
1
8
歳
～
4
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
2
級
、介
護
福
祉

士
の
資
格
の
あ
る
方
内
容
―
内
部
障

害
者
お
よ
び
肢
体
不
自
由
を
伴
う
障
害

者
の
介
助
報
酬
I
L
泊
7
千
円
I
8

千
円
勤
務
時
間
―
午
後
5
時
～
翌
日

午
前
9
時
ご
ろ

※
多
少
の
ず
れ
あ
り

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
―
足
立
あ
か
し

あ
園

?
3
8
4
9
)
1
1
8
8

・
無
料
法
律
・
公
証
・
人
権
相
談
お
よ

び
子
ど
も
の
人
権
相
談

日
時
=
3
月
3
日
㈹
・
4
日
Ⅲ
、午
前

1
0
時
3
0
分
～
午
後
4
時
(
受
け
付
け
は

午
後
3
時
ま
で
)

場
所
―
錦
糸
町
そ

ご
う
9
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
特
設

相
談
コ
ー
ナ
ー
」

内
容
―
法
律
に
関

す
る
も
の
/
公
正
証一
(

遺
言
等
)
の

作
成
に
関
す
る
も
の
/
人
権
に
関
す
る

も
の
/
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
も
の

(い
じ
め
・
体
罰
等
)

問
先
―
都
・

人
権
擁
霞
部
第
三
課

酋
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

・
引
っ
越
し
事
前
相
談

3
月
は
引
つ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

引
越
運
送
利
用
者
保
霞
対
策
連
絡
会
で

は
、
引
つ
越
し
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し

て
、
次
の
と
こ
ろ
を
事
前
相
談
の
窓
口

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
―
咄
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
輸
送
相
談
所

酋
(
3
3
5
7
)
3
8
8
1

足
立
輸
送
相
談
所

登
(
3
8
9
9
)
2
0
8
8

● 春の火災予防運助防災キ ャンペーンテーマ 「火災から尊い生命を守ろう」 東京消防庁
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傷つけられる施設
～まちの迷惑を考える～

区の様々な施設や公園は、みなさ
んの共有財産o しかし、こころない
一部の人たちの落書きや、施設・設
備の破損、さらには備品の盗難まで
様々なイタズラがあります。そこで、
今回の特集はr 傷つけられる公共
物j o せっかく作った立派な施設も、
ちょっとしたイタズラで台無しにな
ってしまいますo もし、街中でみか
けた時は注意をするか、区の担当ま
で通報してくださいo

何
で
壊
す
の
?

～
ト
イ
レ
の
破
損
～

区
の
施
設
や
公

園
・
駅
の
公
衆
便
所

は
イ
タ
ズ
ラ
の

巣
窟
(
そ
う
く
つ
)
。
落

書
き
を
は
じ
め
、
中
に
は
便
器
や
ド
ア

を
壊
す
例
ま
で

も
・
・・
そ
の
中
に
は
、
道

具
を
使
っ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
も

あ

り
、
か
な
り
悪

質
で

す
。
修
理
に
は

、

新
た
に
便
器
を
購
入

す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
区
の

職
員
か

毎
日
の
よ
う
に
兒

回
っ
て
い
ま
す
か

、
防
止
が
な
か
な
か

難
し
い
の
も
事
実
で

す
。

ま
た

、「
何
と
な

く
汚
い
」
と
い

う

イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
公

園
の
ト
イ
レ

。
で

も
ト
イ
レ
の

清
掃
は

、
毎
日
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
(

多

い
と
こ
ろ
は
1
日
3

回
清
掃
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
)
。ト
イ
レ
は

き
れ
い
に
便
っ

て

ぐ
だ
さ
い
ね

。

壊された街路灯

夜中に何者かに石で割られたガラス窓 作業は一カ所1 時間以上かかります
壊された便器。
いったい誰が?

自分の物でないものに

勝手に書く

～街中の落書き～

街
中
を
ち
ょ
つ
と
歩
け
ば

、
慝
か
け

る
落
書
き

。
公
園
の
ベ
ン
チ
か
ら
工
場

の

塀
ま
で
い
た

る
と
こ
ろ
に

あ
り

ま

す

。
こ
れ
ら
の
中
に
は

、
見
る
人
を
不

愉
快
に
さ
せ
る

も
の
が
多

く
大

変
迷

惑

。
小
さ
な
落
書
き
は

、
職
員
が
消
す

こ
と
も
あ
り
ま
す

。
し
か
し

、
悪
質
な

も
の
は

、
わ
ざ
わ
ざ
専
門
家
に
依
頼
し

な
い
と
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

、
費
用

も
当
然
か
か
り
ま
す

。

ま
た
皆
さ
ん
も

、
せ
っ
か
く
図
魯
館

で

借
り
た
本
に
落
書
き
が
あ
り

、
が
っ

か
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

図
書
館
の
貸
出
本
に
落
一

膏
夛

る
人
も

い
る
の
で
す

。勝
手
に
線
を
ひ
い
た
り

、

落
書
き
を
し
た
り

。
中
に
は
ペ

ー
ジ
を

切
り
抜
い
て
念

も
の
ま
で
も
…

図

書
館
の

本
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
。
み

ん

な
の

物
。
自
分

の
物
で
も
な
い

の

に
、
こ
こ
ろ
な
い
落
書
き
を
す
る
・
:

絶
対
に
や
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

人目のない所では、こん
な大胆なものまで

せっかくの遊具も
台なしです

区役所の壁。当日に消しましたが、
残念ながら跡が残ってしまいました

い
ざ
!
と
い
う
時
ど
う
す
る
の
?

～
消
火
器
の
破
壊
～

区
で
は
、
急
な
火
災
や
、
災
害
に
備

え
、
街

頭
に
消
火
器
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
い

ざ
¶
・

と
い
う
時
に

使
う
物
だ

か
ら

、
取
り
出
し
も
簡
単
に
で
き
蛩

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
逆
手
に

と
り

、
イ
タ
ズ
ラ
で

中
身
を
出
し
て
し

書
つ
人
が
:
-

こ
の
ぷ
つ
な
イ
タ
ズ
ラ

の
た
め

、
昨
年
の
1

年
間
で
5
8
件

。

『
に
本
の
消
火
器

を
無
駄
に
し
て
い

ま

す
。
消
火
剤
で
道
か
汚
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん

、い
ざ
と
い
う
時
役
立
ち
ま

せ
ん
。

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

壊された消火器

こ
れ
は
完
全
に
泥
棒
で
す
!

～
植
木
・
本
の
盗
難
～

公
園
・
道
路
に
呱
え
て
あ
る
植
木
や

花
は
皆
さ
ん
の

心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る

も
の

。
ま
た
図
書
館
の
太
は
み
な
さ
ん

か
手
軽
に
手
に
取
れ
る
ぶ
つ
に
な
る
べ

く
開
架
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
甎
木
や
花
や
本
を
無
断
で

家
に
持
ち

帰
る
人

も
い
る
の
で

す
。
こ

れ
は
イ
タ

ズ
ラ
で
は
な
く
、
窃

盗
(
泥

褌
)
。
完
全

な
犯
罪
で
す
。
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ

い
!

公
園
や
図
番
館
等
で

、
こ
う
い

う
人
を
見
掛
け
た
ら
、注
意
す
忝

な
り
、

係
の
職
員
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

公
園
の
ト
イ
レ
の
落
書
き
は
減
っ
て
き
て
い
る
は
ず
だ
よ

～
池
田
亮
太
郎
さ
ん
・
石
切
山
義
明
さ
ん
(
塗
装
業
)
～

日
本
塗
装
工
業
会
東
京
支

部
足
立
地

区
で
は
、
平
臈
6

年
か
ら
公
園
の
ト
イ

レ
の
落
書
消
し
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
足

立
地
区
長
の
池

田
亮
太
郎
さ
ん
と
日

本
璽
装
工
業
会
幹

事
の
石
切
山
義
明
さ
ん
に
お
話
し
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

落
書
消
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
「
も
と
も
と

塗
装
の
仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
、
街
中

の
落
書
き
は
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
ト
イ
レ
の
落
書
き
は
か
な
り
ひ
ど

い
状
態
で
す
。
子
供
に
見
せ
ら
れ
な
い

も
の
も
あ
る
し
・・・
」
と
話
す
の
は
池
田

さ
ん
。
活
動
は

年
に
向
回
と

決
め

て

い

る
わ
け
で
は

な
く
、
機
会
か

あ
れ

ば
、
積
極
的
に

や
る
よ
う
に
し
て

い

ま
す
。
昨
年
は
、
公
園
の
ト
イ
レ
の
ほ

か
荒
川
ク
リ
ー
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
、
西
新
井
橘
の
落
書
き
消

し

も
行
い
ま
し
た
。「
落
魯
き
し
て
い
る

人
は

、
悪
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
の
で
、
せ
っ
か
く
消
し
て
も
、
ま
た

書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
ま
さ
に

イ
タ
チ
ご
っ
こ
y
4
こ
と
話
す
の
は
石

切
山
さ
ん
。「
モ
ラ
ル
の
問
題
と
い
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

。
み
ん
な
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
つ

か
い

が
大
き
な
力
に
な

る
ん
で
す
。
実
際
、
落
書
き
消
し
を
始

め
て
か
ら
、
公
園
の

ト
イ
レ

落
書
き
は

少
し
つ

つ
減
っ
て

来
て

い
る
ん
で

す

よ
。
他
の
問
題
も
一
緒
。
み
ん
な
の

小

さ
な
覡
切
心
が
、
地

植
を
よ
く
し
て
い

く
ん
で
す
」
と
石
切
山
さ
ん
。「
こ
れ
か

ら
も
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
組
合
員
の

み
な
さ
ん
の
多
く

は

、
い
わ
ゆ
る
社
長

さ
ん
。
現
場
か
ら

曜
れ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
。
久
し
ぶ

り
に
ハ

ケ
を
持

っ
て

楽
し
そ
う
で

す

よ

」

壁一面に描かれた落書き。作業は大変です

作 業 終 了 。 す っ か り き れ い に な り ま した

池田さん 堤防に書かれた落書き

石切山さん

立派な
施

設は

みなさんの手で!

せ
っ
か
く
立
派
な
施
設
や
公
園
を
作

っ
て
も
、
利
用
す
る
方
々
の
協
力
か
な

く
て
は
、
維
持
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
今

回
紹
介
し
た
よ
う
な
イ
タ
ズ
ラ
防
止
の

た
め
に
は
。区
の
男
力
だ
け
で
は
と
う

て
い
不
可
能
で
す
。
利
用
さ
れ
る
み
な

さ
ん
の
「
目
」
か
必
要
で
す
。施
設
内

で
こ
の
ぷ
冫
な
イ
タ
ズ
ラ
を
み
か
け
た

方
は
、
巨
接
注
意
す
る
か
、
施
設
職
貝

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

立派な施設は、皆さんの手で

あ な た の 思 う
〝 ま ち の 迷

惑
〟インタ ビ

ュ
ー

公
園
で
遊
ぶ
観
子
に
、
ま
ち
で
目
に

す
る

迷
惑
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま

し
た
。
闃
い
て
み
る
と
、
み
7

さ
ん
の

「
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り
」
で
解
決

で

き
る
も
の
ば
か
り
。
ち
ょ
っ
と
し
た

思
い
や
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
が
公
園
で
あ
っ
た
た
め
、
公
園

に
関
す
る
迷
惑
が
多
く
、
「
ご
み
箱
に
、

家
庭
の
ゴ
ミ
を
捨
て

尖

か

多
く
て
困

る
。
特
に
夏
場
は
、
生
ゴ
ミ
の
回
り
に

ハ
エ
が
集
ま
っ
て

き
て
不
潔
で
す
≒
ガ

ラ
ス
の
ビ
ン
を
割
り
、
そ
の
破
片
が
ま

わ
り
に
敢
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま

す
。
子
ど
も
が
転
ん

だ
ら
大
変
で
す
』

「
ペ
ッ
ト
を
遅
れ
て

公
園
に

来
る
の
は

良
い
の
で
す
か
、
犬
な
ど
を
放
し
て
し

ま
っ
て
い
る
と
困
り
ま
す
ね
。
公
園
は

小
さ
な
子
ど
も
が
多
い
の
で
、
岡
に
つ

な
ぐ
な
ど
し
て
く
れ
れ
ば
・
-こ

ペ
ッ
ト

の
問
題
は
、
特
に
多
く
、
他
に
も
「
砂

婦
の
汚
染
が
心
配
で

す
。
ネ
コ
は
放
し

飼
い
が
多
く
、
砂
場

に
オ
シ
ッ
コ

を
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
か
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
、
シ
ー

ト
を
掛
け
た
り
工
夫
し
て
い
ま
す
か
、

マ

ナ
ー

を
守
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い

の

に
」
な
ど
で

す
。

そ
の
他
に
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ゴ
ミ

捨
て
場
に
、
全
然
閲

係
な
い
人
が
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
き
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い

う
人
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
き
ち
ん

と

し
て
い
な
い
し
・ヽ
-」
ま
た
べ

い
わ
ゆ
る

ポ
イ
捨
て
に
は
困
り
ま
す
。
毎
朝
家
の

前
を
掃
除
し
て
も
、
午
前
中
に
は
吸
い

殼
が
。
杯
。
最
近
は
、
朝
の
通
助
時
間

唆
に
家
の
前
を
掃
除
し
て
い
ま
す
」

そ
の
他
に
も
「
放
置
自
転
車
」「
狹
い

遒
で
の
迷
思
駐
申
」
な
ど
俵
々
な
声
か

あ
り
ま
し
た
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
な
お
、
4

月

か
ら
「
足
立
区
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例

は
、
区
内
全
岐
で
空
缶
や

タ
バ
コ
宿

げ
捨
て
、
犬
の
フ
ン
の

放
世
を
禁
止
す

る
も
の
で
す
。
ご
S

力
お
願
い
し
ホ
チ

。

ゴミ箱があるのにゴミのない道は
気持ちいい

地球を守る
今私たちにできること
～誰でもできる温暖化防止策～

私
た
ち
の
豊
か
な
社
会
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
I

方
で
現
在
、
温
暖

化
な
ど
地
球
環
塊
に
つ
い
て
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
そ

の
対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
昨
年
1
2
月
に

開
催
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」で

は
、世
界

各

国
の
人
々
が
集
ま
り
、
温
暖
化

防
止
計
画
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、温
暖
化
防
止
策
と
い
っ
て

も

実
際
「
私
に
は

何
が
で
き
る
の
?

」
と
、
と
ま
ど
っ
て
し
ま

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。今
回
の
物
集
は
「
誰

で
も
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
策
」
で

す
。
日
ご
ろ
の
生
活

を
見
直
し
、
私
た
ち
が
排
出
し
て
い
る

二
破
化
炭
素
削
減
の

上
手
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
二
破
化
炭
素
の
削
減

は
結
局
「
省
エ
ネ

生
活
」
を
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
家

計
の
節
約
に
も
な
り

、「
お

得
な
生
活
」
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
!

あなたにもできる
「省エネ生活」

地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
に
は
、
日

ご
ろ
の
心
掛
け
が
大
切

。
衣
庭
で

で
き
る
雀
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動

を
紹
介
し
ま
す
ご

」
こ
に
上

げ
た
例
の

ほ
か

に
も
、
「
車
の
ア
イ
ド
リ
ン

グ
は
、
最
小
限
に
す
る
」
「
自
家
用

車
で

の
外
出
を
控
え
る
」「
水
道
の
流
し
っ
放
し
を
や
め
る
」
な
ど
様

々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
無
駄
豪
省
く
」
こ
と

が
。
循
局
環
塊
に
優

し
い

生
活
に
な
る
の
で
す
。
※
東
京
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
平
均
価
格

‥
瞿
J
w

、
葭
i

・エアコンの暖月を1日】時間短くす
ると、】年間で114. 6Wh の節電効果
かあります。同じく冷房を1日1時間

短くすると、閨 。】罎h の節電になり
ます

人のいない部屋で賊明をつけっぱなしに
しないと、年間129. 9kWhの節電になりま

す。また白熱飛球よりも、蛍光燈の方が
エ ネルギー使用量が少なくなります

・1 日1 時間テレビの使用を 控えると年
問家庭で約39. 1kWh の節電になります。

区役所も

温暖化防止策を

行っています

区
役
所
で

も
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策

の
一
環
と
し
て
。
庁
舎
内
照
明
を
昼
休

み
に
8
0
%
程
度
消
灯
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
便
用
し
て
い
る
蛍
光
灯

も
通
常
の

も
の
よ
り
2
0
%
裡
度
消
費
電
力
の
少
な

い
物
で

す
。
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ

ム
(
熱
亀
供
給
シ
ス
テ
ム
)

を
採

用
し

発
電
磯
の
廃
熱
夲
莉
用
し

、
庁
舎

内
の

一
部
冷
房
用
熱
源
と

給
陽
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す

。

さ
ら
に

、
区
役
所
で
9

台
の
電
気
自

動
串
を
保
有
し

。
二
酸
化
炭
素
削
減
に

男
め
て
い
ま
す

。
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くらしの情報

本庁舎へのa 問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

・
医
痕
費
通
知
S
を
お
送
り
し
ま
す
　

2
月
下
旬
に
医
療
費
の
通
知
S
を
郵

送
し
ま
す
。
こ
の
通
知
書
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
と
医
療
費
負
担
の
内
容
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
今
回
は
、
9
年
9
月
に
診

東
を
受
け
た
方
、
ま
た
は
1
0
月
に
柔
道

整
復
師
か
ら
論
求
が
あ
っ
た
方
に
、
そ

の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0
割
分
)
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
y
千

円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。な
お
、こ
の
通
知

は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
医
療
費
を
大
切
に

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
国

・
都
・
区
の
お
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

▽
病
院
の
は
し
ご
・
重
複
受
診
は
や
め

ま
し
ょ
う

▽
薬
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

・
い

ず

れ

も
・

問
先
1
医
療
助
成
係

障
害
者
就
職
相
談
会

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方
々
と

企
業
が
一
堂
に
会
し
、
就
職
面
接
会
を

行
い
ま
す
。
日
時
1
3
月
3
日
㈹
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
(
受
付
は
1
時

か
ら
)

場
所
=
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

荒
川
区
荒
川
1
-
1
-

―

対
象
―
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方

参
加
企
業
―
約
3
0社

費

用
―
無
料

申
込
よ
一一日
直
接
会
場
へ

問
先
I
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

酋
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

在
宅
調
整
係

お
子
さ
ん
の
発
達
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

発
達
に
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん
の
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要

に
5
じ
て
通
所
指
導
、
心
理
・
言
語
の

個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
先

―
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児

指
導
係

酋
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

税

金

お
持
ち
で
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
1
0

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
=
盗
難
に
あ
い
、
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
薯
察
に
盗
難
届
を
だ

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
↓
″
1

表1 問い合わせ先一覧

3
月
1
6日
ま
で

税
金
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
の
受

け
付
け
は
、
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。3

月
に
入
る
と
非
常
に
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
特
別
区
民
税
・
都
民
税
出
張
受
付

区
民
事
務
所
で
表
2
の
と
お
り
出
張

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
※
前
年
に
所
得
の
な
い
方
で
も
、

非
課
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
時
期
に
特
別
区
民
税
・
都
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問

先
=
▽
所
寿
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
・
:

足
立
税
務
署

豐
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

?
3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
個
人
事
業
税
…
足
立
都
税
事
務
所
?
3
8
8
2
)
2
1
1
1

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税・
:
課
税
課

表2 特別区民税・都民税の出張受付日程

●北干住サービスセンターでは、申告受付は行い
ません

年

金

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
、お
済
み
で
す
か

・
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
を
、
国
民
年

金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
は
保
険
料
納
付
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。
届
け
出
を
し
て

確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
第
3
号
被
保

険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
届
け
出

を
し
て
い
な
い
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
種
別
変
更

次
の
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
種
別

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
夫
(
妻
)
が
退
職
や
転
職
し
た
と
き

②
夫
(
妻
)
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と

き
(
収
入
が
増
え
た
と
き
・
離
婚
し
た

と
き
)

ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
か
国
民

年
金
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
・

問
先
=
適
用
係

も
う
一
つ
の
国
民
年
金
…
国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実

現
す
る
た
め
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
対
象
者
は
、2
0歳
以
上
6
0歳
未

満
の
第
一
号
被
保
険
者
で
す
。
掛
け
金

は
、
選
択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ

び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、

口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
掛
け
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
と
な
り

。
支
給
さ
れ
る
年
金

は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
な

ど
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
都
・
国
民
年
金
基
金

a
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
推
進
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
3
月
4
日
團
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
課
前

問
先
=
推
進
係

※
厚
生
年
金
の
年
金

額
な
ど
の
具
体
的
な
相
談
は
、
足
立
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い

▽
足
立
社
会
保
険
事
務
所

啻
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1
月
～
金

曜
日
の
午
前
9
時
I
正
午
お
よ
び
午
後

1
時
～
4
時
3
0
分

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
に
感
謝
状

区
で
は
2
月
4
a
、納
税
貯
蓄
組
合

活
動
を
通
し
て
、口
座
扼
晉
制
度
の
晋

及
や
納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
区
の
税

蘓
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
8
組
合

に
対
し
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

・
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名

▽
足
立
納
連
…
足
立
医
師
会
/
足
立

区
歯
科
医
師
会
/
都
個
人
タ
ク
シ
ー

共
同
組
合
足
立
第
二
支
部
/
足
立
青

色
花
畑
第
三

▽
西
新
井
納
連
…
鹿
浜
第
一
/
伊
興

簗
一
/
伊
興
第
二
/
個
人
タ
ク
シ
ー

第
二

A
納
税
課
V

区議会第1 回定例会
区 議会第1 回定例会が表3 のとおり開
会さ れます。本会議および委員会は公開

し ています。なお 、傍聴席に制限がありま
すので、亊前にお問 い合わせください。
傍聴受付一本会議… 開会30分前/ 各委員
会・・・開会1 時間前 問先一区議会事務局113880

―511Wり

表3 第1 回定例会日程

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

3
月
1
0日
は
東
京
大
空
襲
が
あ
っ
た

日
で
す
。先
の
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
、

多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
ど
世
界
の
恒
久

平
和
を
祈
念
し
て
、
3
月
1
0ほ
午
後
1

時
か
ら
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
総
務
課
V

民
間
休
閑
地
を
探
し
て
い
ま
す

子
供
た
ち
は
遊
び
を
通
し
て
、
心
身

の
発
達
は
も
と
よ
り
、
社
会
生
活
の
あ

り
方
や
ル
ー
ル
を
学
び
ま
す
。区
で
は
、

区
民
の
方
が
善
意
で
提
供
し
た
土
地
を

子
供
の
遊
び
場
と
し
て
無
償
で
借
り
受

け
、子
供
た
ち
に
閧
放
し
て
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
十
分
な
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
無
償
で
遊
び
場
と
し
て

提
供
い
た
だ
け
る
休
閑
地
を
探
し
て
い

ま
す
。
一
定
条
件
の
も
と
で
土
地
が
提

供
さ
れ
る
と
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。く
わ
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
―
青
少
年
課
調
整
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

☆ジャズ& エアロ講習会( 遊クラブ) 3 月2 ・9 日、いずれも月曜 日、午前1〔陦 ノエ ル・ソフィア/ 子供づれ可/ 無料/ 平井03870 ―9656



1998 年( 平成10年) 2 月25 日 あ だ ち 広 報 第1199 号( 7)

国

保

退
職
者
医
療
制
度

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
の
方

は
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す
。

訶
院
等
に
か
か
る
場
合
、
一
般
加
入
者

が
自
己
負
担
金
3
割
に
対
し
て
、
表
4

の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。
対
象
=

老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年
金
は

除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳
未
満
の

方
、
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
'
K
の

要
件
を
満
た
す
方
…
年
金
加
入
期
間
が

2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年
以
上

あ
り
、自
分
で
掛
け
金
を
納
め
て
い
た

方
(
た
だ
し
、老
人
保
健
法
該
当
者
は

除
く
)
※
@
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

で
も
、こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は
、

切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
込
=
年
金
証
書
(
年
金
受
給
開
始

時
に
届
い
た

被
保
険
者
期
間
の
記
載

が
あ
る
も
の
)
/
国
民
健
康
保
険
証
/

印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
年
金
証
書
が

届
い
て
か
ら
、1
4日
以
内
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務

所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=

資
格
賦
課
係

表4 退職者医療制度一部負担金割合

※ 保険料は変わりません

療
養
費
(
先
払
い
し
た
医
療
費
)の

支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を
皆
さ

ん
が
訶
院
等
に
一
旦
全
額
を
支
払
い
。

必
要
な
書
類
を
添
え
て
国
保
課
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
保
で
定

め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額
が
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
(
退
職
者
本
人
の

場
合
は
8
割
、
退
職
者
被
扶
養
者
の
場

合
は
入
院
8
割
、通
院
7
割
)
。
対
象
=

や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ
ト
な

ど
の
治
療
用
補
装
具
を
作
っ
た
と
き
/

は
り
・
灸

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を

受
け
る
と
き
(
医
師
が
認
め
、
訶
院
等

に
こ
れ
ら
の
施
設
が
な
い
と
き
)

申

・
問
先
=
▽
国
保
加
入
の
方
…
国
民
健

康
保
険
課
保
険
給
付
係

▽
7
0歳
以
上

の
方
…
福
祉
医
療
課
医
療
助
成
係

生
活
環
境

道
路
交
通
環
境
整
備
月
間

道
路
は
き
れ
い
に
気
持
ち
よ
く

3
月
は
「
道
路
交
通
環
境
整
備
月
間
」

で
す
。
こ
れ
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
つ
く
り
、
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
で

す
。
道
路
の
安
全
は
、
道
路
を
利
用
す

る
一
人
ひ
と
り
が
「
思
い
や
n
こ
「
ゆ
ず

り
あ
い
」
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

区
で
は
警
察
署
と
共
に
道
路
の
不
正

使
用
者
に
、
指
導
・
警
告
を
行
い
、
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▽
道
路
上
に
商
品
や
ワ
ゴ
ン
を
匱
い
た

り
し
な
い

▽
電
柱
・
街
路
灯
・
街
路
樹
等
に
看
板

・
は
り
紙
・
は
り
札
を
取
り
つ
け
た
り

し
な
い

・
道
路
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

道
路
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
粗
大
ゴ
ミ
は
放
置
せ
ず
清
掃
事
務

所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
除
け
・
看
板
は
許
可
が
必
要
で
す

日
除
け
・
看
板
を
道
路
上
に
突
出
し

て
設
置
す
る
場
合
は
、
基
準
に
あ
っ
た

も
の
に
限
り
許
可
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
道
路
は
広
く
使
い
ま
し
ょ
う

商
品
や
自
転
車
が
道
路
上
に
あ
る

と
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
で
す
。ま
た
、

交
差
点
付
近
の
駐
停
車
は
交
通
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
快
適
な
道
路
環
境

づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
い

ず

れ

も
・

問
先
―
道
路
管
理
課
占
用
係
、
交
通
安

全
対
策
課
監
察
係

ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
…
が
街
の
迷
惑
に

放
置
自
転
車
禁
止
区
域

西
新
井
駅
周
辺

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。
皀
転
車
を

引
き
取
る
際
は
撤
去
料
と
し
て
2
千
円

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
。
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、
盗
難
に
よ
る
放
置
自
転
車
が

増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
は
鍵
を
二

重
に
つ
け
て
、
必
ず
住
所
と
名
前
を
記

入
し
ま
し
ょ
う

。

・

区
営
自
転
車
駐
車
場

▽
西
新
井
東
駐
車
場
・
:
栗
原
1
-
7
-
5
a
(
3
8
5
2
)
6
9
0
5

▽
西
新
井
西
駐
車
場
・
・
・
栗
原
3
-
1
-

l
a
(
3
8
8
0
)
7
3
9
ワ
`

▽
西
新
井
南
駐
車
場
…
梅
島
3
-
2
8
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
7
3
9
{
j

▽
西
新
井
栄
町
駐
車
場
…
西
新
井
栄
町
1
1
1
3
-
1
9

`
‘
(
5
6
8
1
)
1
9
4
0

▽
西
新
井
無
料
駐
車
場
・
:
西
新
井
栄
町

圖
民
営
自
転
車
駐
車
場

▽
か
ぎ
み
駐
輪
場
・
・
・
西
新
井
栄
町
2
-

7
1
Q
)
魯
(
3
8
8
6
)
1
3
1
`
j

▽
ひ
る
た
駐
輪
場
・
:
西
新
井
栄
町
2
-

7
1
り
乙
酋
(
3
8
5
2
)
2
4
3
R
》

▽
鈴
木
駐
輪
場
…
西
新
井
栄
町
2
-
3

1
8
s
(
3
8
8
7
)
2
9
7
2

▽
斎
藤
駐
輪
場・
:栗
原
3
1
1
1
6

酋
(
3
8
4
9
)
3
2
3
4

▽
吉
原
駐
輪
場
=・栗
原
―
-
7
-
2
3

豐
(
3
8
8
3
)
3
8
6
4

▽
牛
込
駐
輪
場
…
栗
原
1
-
7
-
5
a
(
3
8
8
3
)
2
3
1

に
J

▽
木
下
駐
輪
場
・
:
西
新
井
栄
町
2
-
5

|
肖
`
魯
(
3
8
8
9
)
8
8
0
1

▽
平
尾
自
転
車
預
か
り
所
…
西
新
井
栄

町
2
-
5
-
1
5

昔
(
3
8
8
7
)
3
5
3

つ
』

▽
内
村
駐
輪
場
・
:西
新
井
栄
町
2
-
5
1
3

魯
(
3
8
8
7
)
4
7
1
0

▽
西
新
井
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
:西
新
井

栄
町
1
-
1
3
-
1
2

豐
(
3
8
4
9
)
6
9
6
2

・
自
転
車
移
送
所

竹
の
塚
移
送
所
・
:東
伊
興
町
3
6先
(
竹

の
褫
清
掃
工
場
沿
い
東
武
線
高
架
下
)

問
先
=
自
転
車
係

西新井齦周辺自転車放置禁止区域

東
部
・
西
部
障
害
者
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
(
看
護
婦
)募
集

勤
務
日
等
1
週
3
日
、午
前
9
時
～

午
後
4
時

対
象
よ
J
歳
く
ら

い
ま
で
で
看
護
婦
の
資
格
を
お
持

ち
の
方

内
容
―
心
身
障
害
者
の

健
康
管
理
・
相
談
、
生
活
指
導
訓

練
等

定
員
=
2
人

報
酬
1
日

額
1
万
5
0
0円(
交
通
費
含
む
)

申
込
―
電
話

期
限
1
3
月
5
日

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合一

セ
ン
タ
ー

雲
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

区
立
第
四
中
学
校

「
夜
間
学
校
」の
入
学
案
内

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

対
象
―
小
・
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
方
で
、学
習
意
欲
の
あ
る
方

授
業
時
間
=
午
後
5
時
3
0
分
～
9

時
(
様
々
な
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
・

給
食
が
あ
り
ま
す
)
申
込
―
直
接

来
校
し
て
く
だ
さ
い
受
付
時
間
=

午
後
3
時
～
9
時
3
0
分
(
春
休
み
中

は
午
後
2
時
～
7
時
3
0
分
)
申
・

問
先
―
第
四
中
学
校
夜
間
学
級

豐
(
3
8
8
7
)
1
4
6
《
D

高
齢
者
の
た
め
の
最
新
交
通
安
全
心
得

毎
年
交
通
事
故
の
死
者
の
約
5
割
が

高
齢
者
と
若
年
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
安
全
の
心
得
を
十
分
守
り
。
交
通

事
故
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

・
運
転
す
る
と
き
は
、
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

高
齢
運
転
者
の
死
者
数
は
m
一年
前
の

約
2
倍
。
基
本
的
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、
一
時
不
停
止
、
運
転
操
作

の
誤
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
け
ま
し
ょ

う
。
エ
ア
バ
ッ
グ
さ
え
あ
れ
ば
万
が
一

の
と
き
に
も
大
丈
夫
"
と
思
っ
て
い
る

運
転
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
エ
ア
バ

ッ
グ
を
有
効
活
用
さ
せ
る
た
め
に
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
使
用
が
不
可

欠
で
す
。
運
転
中
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
も
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

信
号
無
視
や
無
理
な
横
断
な
ど
、
基

本
的
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
も

う
一
度
初
心
に
帰
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
夜
間
は
明
る
い
衣
服
や
反
射
材
の
着

用
を夜

間
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
、
運
転

者
か
ら
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
明
る
い
衣

服
や
反
射
材
を
着
用
し
、
特
に
道
路
を

横
断
す
る
時
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

?
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

千
住
警
察
署

?
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

酋
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
響
察
署

豐
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

区
内
で
4
番
目
の
警
察
署

竹
の
塚
警
察
署
の
新
設

昨
年
り
一
月
の
都
議
会
に

お
い
て
、竹
の
塚
警
察

の
新
設
が
正
式
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。7
月
開

署
予
定
の
竹
の
塚
響
察

署
の
管
轄
区
域
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。場
所

―
保
木
間
1
1
1
6
-
4

管
轄
区
域
―
伊
興
1
～
5

/
伊
興
本
町
I
・
2
/
伊

興
町
白
幡
/
伊
興
町
谷
下

/
伊
興
町
狭
間
/
伊
興
町

前
沼
/
入
谷
1
～
9
/
入

谷
町
/
古
千
谷
1
・
2
/

古
千
谷
本
町
1
～
4
/
竹

の
塚
―
～
7
/
竹
塚
町
/

舎
人
1
～
6
/
舎
人
公
園
/
舎
人
町
/

西
伊
興
I
～
4
/
西
伊
興
町
/
西
竹
の

筱
1
・
2
/
西
保
木
間
1
～
4
/
花
畑

1
～
8
/
東
伊
興
1
・
2
/
東
伊
興
町

/
東
保
木
間
1
・
2
/
東
六
月
町
/
保

木
間
1
～
5
/
南
花
畑
1
～
5
問
先

=
稜
瀬
一
察
署

酋
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

マ
3
月
2
2
日
沺
、午
前
1
0
時
～
午
後

2
時

※
雨
天
の
場
合
3
月
2
9日
/
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
/
子
供
も
の
歓
迎
/
8
0

区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
/
3

月
1
4日
必
着
/
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

サ
ー
ク
ル
・
小
山

〒
閇一
・
〇
〇
〇
I

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

魯
(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

▽
3
月
2
2
日
面
、午
前
1
0
時
～
午
後

3
時

※
雨
天
の
場
合
3
月
2
9日
/
谷

在
家
公
園
/
1
0
0区画
予
定
/
出
店
料
千

円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
/
3
月
1
4日
必
着
/
フ

レ
ン
ズ
・
関
口

〒
圀
・
8
7
9
9

足

立
西
郵
便
局
留

酋
(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

☆フ リーマーケ ット出店者募集 3月8日( 日) 、午前l oas～午後3時 ※ 雨天の場合3 月15日/ し ょうぷ沼公 園/100 X 画予定/ 出店料千円/ 往復ハガキに住
所ヽ 氏 名、 電 話 番 号を 明 記/2 月28 日必 着/ 足 立 又 匣 の会 ・水 本 〒121 ・0814六月2―35―5酋3860―0708( 午前11時～午後了時)
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桜の施設見学会
参加者募集
見 学 コ ー ス

区役所( 集合場所) ～東綾瀬公国～葛西

用水親水水路～郷土博物館( 昼食) ～ギ

ヤラクシティ～都市農業公園～区役所

区
内
の
桜
の
名
所
を
バ
ス
で
巡
っ
て

み
ま
せ
ん
か
9
・
日
時
1
4
月
2
日
～

4
日
の
希
望
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時
コ
ー
ス
L
上
表
の
と
お
り
定
員

=
3
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
無
料
(
昼

食
の
準
爾
を
お
願
い
し
毒
y
)
申
込

=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
E
、
住
所
、
氏

名
、年
齢
、
電
話
番
号
、「
施
設
見
学
会

希
望
」
と
明
記

期
限
1
3
月
1
0日
必

着

申
・
問
先
l
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
再
生
館

地
球
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
品
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ビ デ オ広 報
「NEWS スケッチあだちNo41 」完 成
映像でまち の話題やイベント 等

を紹介し ているNEWS スケッチ
あだち。今回は西保木簡二丁目の大
乗院で行われたr じんがんなわ祭
り」を中心に紹介しています。ぜ

ひ、ご 覧く ださい。 賃出 場所一
区政情報室、区内各図書館( 2 月25
日から) 問先一広報課映像担

当03880 ―5111㈹

足立ジュニア吹奏楽団
第8 回　定期演奏会

小学4～6年生の団員が、1年
間練習してきた成果をお聴かせし
ます。今年も昨年に引き続き、大
ヒ ット映画「もののけ姫」を中心
とした宮崎駿特集です。さらに、
指導者と共に楽器パート 別の演奏
も あります。どうぞ、お楽しみに!
日時- 3 月22 日( 日) 、 午後2 時
開演 場所- ギ ャラク シテ ィ・
西新井文化ホール 内容- E> 第1
郡・・・オリジナルステージ( 序曲「バ
ラの謝肉祭」ほか) じ>第2 部…

ジ ュニアオン ステ ージウィズトレ
ーナーE> 第3 部・・・宮崎駿特集パ

- 卜I I ( もののけ姫、風の谷のナ
ウシカほか) 費用一無料 申 込
一当 日直接会場へ 問先 一文化振
興係
I I 3880 ―5111㈹

消 費 者 セ ン タ ー の 催 し
● 生活 の科学教室( 第5 回) 「衣生
活を科学しよう」
暮らしに役立つ身近なテーマに

ついて、実技を交じえながら学習
する教室です。今回は、知ってお
くと役に立つ衣類の洗濯や取り扱
い方について、テスト実習をしな
がら学びます日時- 3月10日
( 火) ・12日( 木) 、いずれも午後1
時30分～3時30分対象一区内在
住・在動・在学の方( 1 日だけの
参加も可) 内容一冫1 日目… お
気 に入りの服と上手につきあうポ
イントD2 日目…知 って差がつ
く! かしこい洗濯術 購師一佐藤
幹艾氏( ( 社) 日本衣料協会衣料管
理 士、和洋女子大学 講師) 定員- 20

人( 先着順)

● 暮らしっくスクール修了記念講
演会「みえない危機、地球温暖化～
京都会議と世界の環境事情」

日時- 3月17日( 火) 、午後6時30
分～8時30分講師一中野邦夫氏　
(生協連環境事業推進室長) 定
員- 30 人( 先着順)

- いずれも一
場所一エル・ソフ ィア 費用一無
料 申込一電 話 申・問先一消費
者センター
113880 ―5385

10 年 度

「消費者団体登録」新規募集

消費者問題に関する活動を行っ
ている団体の登録を受け付けま
す。登録を行うと消費者センター
の施設が無料で利用できます。ま
た定期的に消費者情報の提供が受
けられます。対象一消費者問題
の解決を主目的に活動する団体・
グループ( 区内在住・在動の方を
含む5人以上) 申込一瞽録申請
書、会則( 規約) 、会員名簿、活動
計画書等を提出受付期間- 3月
2日～31日申・問先一消費者セ
ンタ ー03880- 5385

第6 回 春風ふくふく祭り

日時- 2月28日( 土) 、午前10時～
午後2 時 場所一稜瀬障害福祉施
設 麌 綾瀬1- 26 ―2 、綾瀬福祉
園 瀛i 粐業 所・足立ソフトウ ェア
の複合施設) 内容一活動公開、

パソコングーム、バザー等 申込
一当日直接会場へ 問先一綾瀬福
祉園 酋3605- 7187
東部障害福祉総合センタ ー
B5682 ―5370

健 康 ・体力 増 進フォーラム
学校・家庭・地域における健康づくり

健康・体力づくりについて、医
師をはじめとする 専門家と語り 合
つて みませんか。基調 講演に「ダ
ンベル体操」の発案者としておな
じ みの、鈴木正改氏をお迎えする
のをはじ め、体力測定、最新の健
康機器の展示・体験も 行います。

お気軽にお越しください。日時
- 3月14日( 土) 、午前11時30分～
午後4 時30 分 場 所一区役所庁舎
ホ ール 内容一下 表のとおり 定
員=400 人 費用 一無料 申 込 一
当 日直接会場へ 問先三 本育振興
係03880- 5111 ㈹

お楽しみください 3 月の区内各種展示
こども科学館イベントホール

D20日～22日…アトリエ・足立展
覧会>25日～4月5日…春の特
別展 「カヽらくりワ:ノダーノ丶ウス」

西 新 井区 民 ギャ ラリー

叭日-・・池の坊宝- t - 飃東永釦匕支
部【>4日～9日…水墨匯・日本
画合同作品発表展t >12日～16日
・。1譬゛胎置展C>18日～S日・・・足立
区写真淬冒展M5日～X) 日…足
立区俳圓 襷屬屠 ※ 初日と最終日
は、● 入出乍業のため展示時間 は
未定。当日お問 い合わせください

プチテラス・ 野外 ギャラリー

● 干住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21- 11) [ >1日～8日…お

し花いろいろ展I >14日～19日…
丁寿本町小学校美術クラブD>22
日～31日… IMIM篦
臣陂瀬野外ギャラリー( 綾瀬3-
1) t >1H～31日… ● 遊展

‾""　入場無料。展示を希望するjに

お問い合わせください。1'
問先- c> こども科学館イペン・・1
トホール… ギャラクシティ
L5242 ―8161j卜
西新井区Ei ギャラリー( 西'

新井 駅東ロサテ ィ4 階。火曜1'
館) 03852 ―3251! 　
プチテラス・野外ギ ャラリ1
… 閲まちづくt ) at j

洳3880- 5700( 直通) 。4 耳,

(Ξ )「あだち広報」は再生紙を使用しています SCK274, 000


